
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平走査および垂直走査に応じて供給されるとともに画素の濃度に応じた情報を有する
画像信号と、所定の濃度に応じた情報を有する基準信号との差を求める減算器と、
　前記減算器による減算出力を、水平走査毎に積分する積分器と、
　前記積分器による積分出力と、これに対応する画像信号とを加算する加算器と、
　前記加算器による加算出力に基づく信号が、前記水平走査および垂直走査に応じて印加
される画素電極と、
　前記画素電極とは液晶を介して対向する対向電極と
　を具備することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記基準信号は、灰色の濃度に対応する情報を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記積分器による積分出力を徐々に減衰する減衰手段を、
　さらに備えることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　水平走査および垂直走査に応じて供給されるとともに画素の濃度に応じた情報を有する
画像信号にしたがって表示を行う液晶パネルの前段に設けられる画像信号補正回路であっ
て、
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　前記画像信号と、所定の濃度に応じた情報を有する基準信号との差を求める減算器と、
　前記減算器による減算出力を、水平走査毎に積分する積分器と、
　前記積分器による積分出力と、これに対応する画像信号とを加算し、この加算結果に基
づく信号を、画像信号として前記液晶パネルに供給する
　ことを特徴とする画像信号補正回路。
【請求項５】
　前記基準信号は、灰色の濃度に対応する情報を有する
　ことを特徴とする請求項４に記載の画像信号補正回路。
【請求項６】
　前記積分器による積分出力を徐々に減衰する減衰手段を、
　さらに備えることを特徴とする請求項４に記載の画像信号補正回路。
【請求項７】
　画素電極と、前記画素電極と液晶を介して対向する対向電極を具備する液晶表示装置の
駆動方法において、
　水平走査および垂直走査に応じて供給されるとともに画素の濃度に応じた情報を有する
画像信号と、所定の濃度に応じた情報を有する基準信号との差を求め、
　前記画像信号と前記基準信号との前記差を、水平走査毎に積分し、
　前記積分された値と、これに対応する画像信号とを加算し、
　前記加算された値に基づく信号が、前記水平走査および垂直走査に応じて画素電極に印
加することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　水平走査および垂直走査に応じて供給されるとともに画素の濃度に応じた情報を有する
画像信号にしたがって液晶パネルに表示を行う画像信号補正方法であって、
　前記画像信号と、所定の濃度に応じた情報を有する基準信号との差を求め、
　前記画像信号と前記基準信号との前記差を、水平走査毎に積分し、
　前記積分された値と、これに対応する画像信号とを加算し、この加算結果に基づく信号
を、画像信号として前記液晶パネルに供給する
　ことを特徴とする画像信号補正方法。
【請求項９】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置を表示部に用いた
　ことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、いわゆる横クロストークによる表示品位の低下を防止した液晶表示装置、並び
に、その画像信号補正回路、この液晶表示装置を表示部に適用した電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、液晶を用いて所定の表示を行う液晶パネルは、一対の基板間に液晶が挟持された
構成となっている。このような液晶パネルは、駆動方式によりいくつかに分類することが
できるが、例えば、画素電極を三端子型のスイッチング素子により駆動するアクティブマ
トリクス型にあっては、次のような構成となっている。すなわち、この種の液晶パネルを
構成する一対の基板のうち、一方の基板には、複数の走査線と複数のデータ線とが互いに
交差するように設けられるとともに、これらの交差部分の各々に対応して薄膜トランジス
タのような三端子型のスイッチング素子および画素電極の対が設けられ、さらに、これら
の画素電極が設けられる領域（表示領域）の周辺には、走査線およびデータ線の各々を駆
動するための周辺回路が設けられる。また、他方の基板には画素電極に対向する透明な対
向電極（共通電極）が設けられて、一定の電位に維持されている。くわえて、両基板の各
対向面には、液晶分子の長軸方向が両基板間で例えば約９０度連続的に捻れるようにラビ
ング処理された配向膜がそれぞれ設けられる一方、両基板の各背面側には配向方向に応じ
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た偏光子がそれぞれ設けられる。
【０００３】
ここで、走査線とデータ線との交差部分に設けられたスイッチング素子は、対応する走査
線に印加される走査信号がアクティブレベルになるとオンして、対応するデータ線にサン
プリングされた画像信号を画素電極に供給するものである。このため、画素電極と対向電
極と両電極間に挟持された液晶とからなる液晶容量には、対向電極の電位と画像信号の電
位との電位差が印加されることになる。この後、スイッチング素子がオフしても、液晶容
量には、それ自身や蓄積容量の容量性によって、すでに印加された電位差が保持されるこ
とになる。
【０００４】
この際、画素電極と対向電極との間を通過する光は、両電極間に印加された電位差がゼロ
であれば、液晶分子の捻れに沿って約９０度旋光する一方、電位差の大きくなるにつれて
、液晶分子が電界方向に傾く結果、その旋光性が消失する。このため、例えば透過型にお
いて、入射側と背面側とに、配向方向に合わせて偏光軸が互いに直交する偏光子をそれぞ
れ配置させた場合（ノーマリーホワイトモードの場合）、両電極に印加される電位差がゼ
ロであれば、光が透過するので白（透過率が大になる）表示になる一方、両電極に印加さ
れる電位差が大きくなるにつれて光が遮断して、ついには黒（透過率が小になる）表示に
なる。したがって、画素電極に印加する電圧を画素毎に制御することによって、所定の表
示が可能となっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような液晶パネルでは、いわゆる横クロストークにより表示品位の低
下が発生する、という問題があった。ここで、横クロストークには、いくつかの種類があ
るが、本件でいう横クロストークとは、ノーマリーホワイトモードであれば、例えば、図
１１に示されるように、一定濃度の灰色を背景にして矩形状の黒表示を行う場合、その黒
色領域の右側（水平走査方向の側）における灰色領域が、本来の灰色よりも明るくなった
後（場合によっては暗くなった後）、本来の灰色に徐々に戻る、というものである。なお
、図１１においては、濃度を斜線の線密度により示している。
【０００６】
本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、いわゆる横
クロストークの発生を抑えて、高品位な表示が可能な液晶表示装置、並びに、その画像信
号補正回路、この液晶表示装置を表示部に適用した電子機器を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
まず、横クロストークの原因について検討する。上述したように、液晶容量は、画素電極
と対向電極との間に液晶を挟持してなるが、対向電極は、ＩＴＯ（ Indium Tin Oxide：イ
ンジウム錫酸化物）などの透明薄膜金属からなるので、少なからず抵抗を有する。このた
め、画素電極から対向電極までに至る経路は、容量分および配線抵抗からなる一種の微分
回路となる。
一方、液晶容量の保持特性を改善するために、液晶容量と並列に蓄積容量が設けられる構
成が一般的である。詳細には、この蓄積容量は、一端が画素電極に接続される一方、他端
が容量線に共通接続された構成となっている。ここで、容量線は、走査線と同じポリシリ
コンからなるので、抵抗分を有する結果、対向電極と同様に、画素電極から容量線までに
至る経路は、容量分および配線抵抗からなる一種の微分回路となる。
【０００８】
このため、走査線とデータ線との交差部分に設けられたスイッチング素子がオンして、対
応する画素電極に、ある濃度に対応する画像信号が印加されたとき、容量線の電位は、画
素電極の電位変化方向に、かつ、その変化量に応じて変化した後、その時定数に応じて徐
々に本来の電位に回復することになる。対向電極の電位も同様である。
【０００９】
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次に、説明の便宜上、液晶容量に印加される電圧実効値がゼロの場合に白色表示を行うノ
ーマリーホワイトモードを想定すると、画素電極における電位変化量は、画素の濃度が黒
に近づくにつれて大きくなる。このため、最も電位変化量が大きくなる黒色画素を連続し
て書き込むと、ある黒色画素の書込によって変位した対向電極や容量線の電位が本来の電
位に回復する前に、次の黒色画素の書込が行われてしまう事態が起こり得る。この事態が
発生すると、対向電極や容量線の電位は、本来の電位に回復する前に、変位してしまうこ
とになるから、本来の電位から次第に離れてしまうことになる。一方、対向電極や容量線
の電位は、本来の電位から変位しても、画素電極の電位変化量が少なくなれば、本来の電
位に徐々に戻るはずである。
【００１０】
ここで、対向電極や容量線の電位が本来の電位から変位している状態で、画素電極に接続
されたスイッチング素子がオフしてしまうと、その液晶容量に印加される電圧実効値は、
対向電極や蓄積容量の電位が変位している分だけ、小さくなってしまうので、画素は本来
の濃度よりも明るく（白く）なってしまう。一方、対向電極や容量線の電位が本来の電位
である状態で、スイッチング素子がオフすると、その液晶容量に印加される電圧実効値は
、本来あるべき値になる。
【００１１】
このため、図１１における現象、詳細には、黒色領域の右側における灰色領域が本来の灰
色よりも明るくなった後に本来の灰色に徐々に戻る現象は、次のような理由により発生す
ると考えられる。すなわち、この現象は、画素電極における電位変化量が最大である黒色
画素を連続して書き込むことによって、対向電極や容量線の電位が本来の電位から離れて
しまった状態において、灰色画素を書き込んでしまったが、画素電極における電位変化量
が比較的小さい灰色画素を連続して書き込むうちに、対向電極や容量線の電位が本来の電
位に徐々に戻るために発生する、と考えられる。
【００１２】
このような考えは、本件の発明者が、横クロストークによる表示品位の低下の程度と、黒
色領域の形状との因果関係を調査することによって判明した次のような傾向と一致する。
詳細には、表示品位の低下は、黒色領域の位置や、黒色領域における上下方向（垂直走査
方向）の距離ｈとは相関性がないが、黒色領域の右側における灰色部分は、黒色領域にお
ける水平方向の距離ｗが広くなるにつれて明るくなり、また、背景の灰色と黒色との濃度
差が大きくなるにつれて、顕著に現れる。すなわち、距離ｗが広いということは、黒色画
素を連続して書き込む回数が多いということであるから、対向電極や容量線の電位の変位
量を大きくさせる方向に作用し、また、背景の灰色と黒色との濃度差が大きくなることは
、同様に、対向電極や容量線の電位の変位量を大きくさせる方向に作用する、と考えられ
るからである。
【００１３】
なお、このような考えによれば、対向電極や容量線の電位は、黒色画素を連続して書き込
むことにより、本来の電位から次第に離れてしまうことになるので、黒色領域では右側に
位置する画素ほど、液晶容量に印加される電圧実効値が、本来の値よりも小さくなってい
るはずである。しかしながら、黒色画素において電圧実効値の相違があるにもかかわらず
、これが表示品位の低下として視認されないのは、画素を黒色（白色）とする場合には、
液晶容量の電圧実効値が多少変動しても、濃度（透過率）はほとんど変化しないためであ
る。
換言すれば、横クロストークにおける表示品位の低下は、液晶容量に印加される電圧実効
値の変化に対して濃度変化率が大きい灰色表示領域にて視認されやすいものであり、黒色
（白色）表示領域に限って言えば、表示品位の低下はほとんど問題にならない。
【００１４】
また、液晶容量と蓄積容量とを比較した場合、容量的には蓄積容量の方が大きいので、横
クロストークの原因は、容量線の電位変動による影響が、対向電極の電位変動による影響
よりも大きいと考えられる。さらに、これらの容量のほかにも、画素電極とデータ線との
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寄生容量など、各種の容量による影響を受けているとも考えられる。
【００１５】
さて、横クロストークが、対向電極や容量線等の電位変動に起因して発生するならば、対
向電極や容量線の配線抵抗を小さく抑えれば良いはずであるが、液晶パネルのサイズやプ
ロセス等の制約のために、配線抵抗を小さくするにも限界がある。
そこで、本件では、対向電極や容量線のように、画素電極を一端とする容量の他端におい
て本来の電位から変位する分を、補正信号として予め画像信号に上乗せすることにより、
本来の濃度に対応する電圧実効値が液晶容量に印加される構成としたのである。
【００１６】
　具体的には、本発明に記載の液晶表示装置は、水平走査および垂直走査に応じて供給さ
れるとともに画素の濃度に応じた情報を有する画像信号と、所定の濃度に応じた情報を有
する基準信号との差を求める減算器と、前記減算器による減算出力を、水平走査毎に積分
する積分器と、前記積分器による積分出力と、これに対応する画像信号とを加算する加算
器と、前記加算器による加算出力に基づく信号が、前記水平走査および垂直走査に応じて
印加される画素電極と、前記画素電極とは液晶を介して対向する対向電極とを具備する構
成を特徴としている。
【００１７】
この構成によれば、画像信号と基準信号との差、すなわち、画像信号で示される濃度と基
準信号で示される濃度との濃度差が求められて、この濃度差が水平走査の開始から順番に
積分される。このため、積分結果は、水平走査の開始から、画像信号で示される濃度と基
準信号で示される濃度との濃度差と、当該差が生じている期間とに応じた値になるので、
電位変動による影響を模擬した信号になる。そして、この信号が、元の画像信号にタイミ
ングを合わせて加算されて、画素電極に印加される。このため、画素電極には、対向電極
や容量線等の電位変動による影響をキャンセルする電圧が加算される。したがって、対向
電極や容量線等が電位変動しても、本来の濃度に対応する電圧実効値が、画素電極および
対向電極の間に印加されるので、表示品位の低下が防止されることになる。
【００１８】
　また、本発明に記載の画像信号補正回路は、画像信号を液晶パネルに供給する際に、補
正を行う補正回路として概念されるものであり、具体的には、水平走査および垂直走査に
応じて供給されるとともに画素の濃度に応じた情報を有する画像信号にしたがって表示を
行う液晶パネルの前段に設けられる画像信号補正回路であって、前記画像信号と、所定の
濃度に応じた情報を有する基準信号との差を求める減算器と、前記減算器による減算出力
を、水平走査毎に積分する積分器と、前記積分器による積分出力と、これに対応する画像
信号とを加算し、この加算結果に基づく信号を、画像信号として前記液晶パネルに供給す
る構成を特徴としている。この構成においても、画素電極には、対向電極や容量線等の電
位変動による影響をキャンセルする電圧が加算されて印加されるので、同様に、表示品位
の低下が防止されることになる。
　また、本発明に記載の液晶表示装置の駆動方法は、画素電極と、前記画素電極と液晶を
介して対向する対向電極を具備し、水平走査および垂直走査に応じて供給されるとともに
画素の濃度に応じた情報を有する画像信号と、所定の濃度に応じた情報を有する基準信号
との差を求め、前記画像信号と前記基準信号との前記差を、水平走査毎に積分し、前記積
分された値と、これに対応する画像信号とを加算し、前記加算された値に基づく信号が、
前記水平走査および垂直走査に応じて画素電極に印加することを特徴としている。
　また、本発明に記載の画像信号補正方法は、水平走査および垂直走査に応じて供給され
るとともに画素の濃度に応じた情報を有する画像信号にしたがって液晶パネルに表示を行
う画像信号補正方法であって、前記画像信号と、所定の濃度に応じた情報を有する基準信
号との差を求め、前記画像信号と前記基準信号との前記差を、水平走査毎に積分し、前記
積分された値と、これに対応する画像信号とを加算し、この加算結果に基づく信号を、画
像信号として前記液晶パネルに供給することを特徴としている。
【００１９】
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　ここで、上記の各発明において、基準信号は、画素の濃度を灰色にする電圧を有するこ
とが望ましい。上述したように、表示品位の低下は、電圧実効値に対して濃度変化率が大
きい灰色表示領域で発生するので、画素の濃度を灰色にする電圧との比較が有効になるか
らである。
【００２０】
また、対向電極や容量線等は、電位変動しても、それらの時定数にしたがって定常状態に
戻るので、補正信号としては、時間が経過するにつれて減衰させる構成が望ましい。この
ため、第１または第２発明において、前記積分器による積分出力を徐々に減衰する減衰手
段を、さらに備える構成が良い。この構成により画像信号に対する過剰な補正が防止され
ることになる。なお、このように積分結果を徐々に減衰する減衰手段としては、積分結果
を一定の割合で減衰して、積分器の入力にフィードバックする構成や、時間経過とともに
ゼロに近づく係数を積分結果に乗算する構成などが考えられる。
【００２１】
さらに、本発明に係る電子機器は、上記液晶表示装置を表示部に備えるので、横クロスト
ークを抑制した高品位の表示が可能になる。
【００２２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置について説明する。  図１は、実施形態に
係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。この図に示されるように、液晶表
示装置は、液晶パネル１００と、制御回路２００と、画像信号補正回路３００と、処理回
路４００とから構成される。このうち、制御回路２００は、上位装置から供給される垂直
走査信号Ｖｓ、水平走査信号Ｈｓおよびドットクロック信号ＤＣＬＫにしたがって、各部
を制御するためのタイミング信号やクロック信号などを生成するものである。
【００２３】
続いて、画像信号補正回路３００は、垂直走査信号Ｖｓ、水平走査信号Ｈｓおよびドット
クロック信号ＤＣＬＫに同期して（すなわち、垂直走査および水平走査にしたがって）供
給されるディジタルの画像信号ＶＩＤから、対向電極の電位変動を模擬した補正信号を生
成し、画像信号ＶＩＤに加算して、補正画像信号ＶＩＤ’として出力するものである。な
お、この画像信号補正回路３００の詳細については後述する。
【００２４】
次に、処理回路４００は、Ｄ／Ａ変換器４０２、Ｓ／Ｐ変換回路４０４および増幅・反転
回路４０６からなり、画像信号補正回路３００により補正された画像信号ＶＩＤ’を、液
晶パネル１００への供給に適した信号に処理するものである。
このうち、Ｄ／Ａ変換器４０２は、補正されたディジタルの画像信号ＶＩＤ’をアナログ
の画像信号に変換するものである。また、Ｓ／Ｐ変換回路４０４は、アナログの画像信号
を入力すると、これをＮ（図においてはＮ＝６）系統に分配するとともに、時間軸にＮ倍
に伸長（シリアル－パラレル変換）して出力するものである。なお、画像信号をシリアル
－パラレル変換する理由は、後述するサンプリングスイッチ１５１（図３参照）において
、画像信号が印加される時間を長くして、サンプル＆ホールド時間および充放電時間を十
分に確保するためである。
【００２５】
一方、増幅・反転回路４０６は、シリアル－パラレル変換された画像信号のうち、極性反
転が必要となるものを反転させ、この後、適宜、増幅して画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６と
して液晶パネル１００に供給するものである。なお、反転するか否かについては、データ
信号の印加方式が▲１▼走査線単位の極性反転であるか、▲２▼データ信号線単位の極性
反転であるか、▲３▼画素単位の極性反転であるかに応じて定められ、その反転周期は、
１水平走査期間またはドットクロック周期に設定される。ただし、この実施形態にあって
は説明の便宜上、▲１▼走査線単位の極性反転である場合を例にとって説明するが、本発
明をこれに限定する趣旨ではない。
【００２６】
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また、変換された画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の液晶パネル１００への供給タイミングは
、本実施形態では同時とするが、ドットクロックに同期して順次シフトしても良く、この
場合は後述するサンプリング回路にて、Ｎ系統の画像信号を順次サンプリングする構成と
なる。ここで、本実施形態における極性反転とは、所定の一定電位Ｖ c（画像信号の振幅
中心電位であり、対向電極の印加される電圧ＬＣ comとほぼ等しい）を基準として正極性
と負極性とに交互に電圧レベルを反転させることをいう。
【００２７】
なお、ここでは、処理回路４００の入力段においてアナログ変換したが、シリアル－パラ
レル変換した後や、増幅・反転後において、アナログ変換しても良いのはもちろんである
。
【００２８】
＜液晶パネルの構造＞
次に、液晶パネル１００の構造について説明する。図２（ａ）は、この液晶パネル１００
の構成を示す斜視図であり、図２（ｂ）は、図２（ａ）におけるＡ－Ａ’線の断面図であ
る。
これらの図に示されるように、液晶パネル１００は、各種素子や画素電極１１８等が形成
された素子基板１０１と、対向電極１０８等が設けられた対向基板１０２とが、スペーサ
（図示省略）を含むシール材１０４によって一定の間隙を保って、互いに電極形成面が対
向するように貼り合わせられるとともに、この間隙に例えばＴＮ（ Twisted Nematic）型
の液晶１０５が封入された構成となっている。
【００２９】
なお、素子基板１０１には、本実施形態では、ガラスや、半導体、石英などが用いられる
が、不透明な基板を用いても良い。ただし、素子基板１０１に、不透明な基板を用いる場
合には、透過型ではなく反射型として用いる必要がある。また、シール材１０４は、対向
基板１０２の周辺に沿って形成されるが、液晶１０５を封入するために一部が開口してい
る。このため、液晶１０５の封入後に、その開口部分が封止材１０６によって封止されて
いる。
【００３０】
次に、素子基板１０１の対向面であって、シール材１０４の外側一辺の領域１４０ａには
、データ線駆動回路１４０が形成され、さらに、この内側の領域１５０ａには、サンプリ
ング回路１５０が形成されている。一方、この一辺の外周部分には、複数の実装端子１０
７が形成されて、制御回路２００や処理回路４００などから各種信号を入力する構成とな
っている。
【００３１】
また、この一辺に隣接する２辺の領域１３０ａには、それぞれ走査線駆動回路１３０が形
成されて、走査線を両側から駆動する構成となっている。なお、走査線に供給される走査
信号の遅延が問題にならないのであれば、走査線駆動回路１３０を片側１個だけに形成す
る構成でも良い。さらに、残りの一辺の領域１６０ａには、２個の走査線駆動回路１３０
において共用される配線（図示省略）や、後述するプリチャージ回路１６０などが形成さ
れる。
【００３２】
一方、対向基板１０２に設けられる対向電極１０８は、素子基板１０１との貼合部分にお
ける４隅のうち、少なくとも１箇所に設けられた銀ペースト等などの導通材によって、素
子基板１０１に形成された実装端子１０７と電気的に接続されて、一定の電圧ＬＣ comが
印加される構成となっている。
【００３３】
ただし、対向電極１０８は、通常、対向基板１０２においてパターニングされることなく
、一面にわたっていわゆるべた塗りの状態で形成されているので、素子基板１０１に対し
ては、画素電極１１８以外の各部にも対向することになる。さらに、対向電極１０８は、
前述したようにＩＴＯなどの透明薄膜金属からなるので、その配線抵抗は比較的大きい。
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このため、対向電極１０８は、実際には、素子基板１０１における各部、特に、画像信号
線やデータ線等の影響を受けて電位変動することになる。
【００３４】
なお、ほかに対向基板１０２には、特に図示はしないが、画素電極１１８と対向する領域
に、必要に応じて着色層（カラーフィルタ）が設けられる。ただし、後述するプロジェク
タのように色光変調の用途に適用する場合、対向基板１０２に着色層を形成する必要はな
い。また、着色層を設けると否かとにかかわらず、光のリークによるコントラスト比の低
下を防止するために、画素電極１１８と対向する領域以外の部分には遮光膜が設けられて
いる（図示省略）。
【００３５】
また、素子基板１０１および対向基板１０２の対向面には、液晶１０５における分子の長
軸方向が両基板間で約９０度連続的に捻れるようにラビング処理された配向膜が設けられ
る一方、その各背面側には配向方向に応じた偏光子がそれぞれ設けられるが、本件とは直
接関係しないので、その図示については省略することにする。なお、図１（ｂ）において
は、対向電極１０８や、画素電極１１８、実装端子１０７等には厚みを持たせているが、
これは、位置関係を示すための便宜的な措置であり、実際には、基板の厚みに対して充分
に無視できるほど薄い。
【００３６】
＜素子基板＞
次に、液晶パネル１００における素子基板１０１の電気的な構成について説明する。図３
は、素子基板１０１の構成を示すブロック図である。
この図に示されるように、素子基板１０１の表示領域にあっては、複数本の走査線１１２
が行（Ｘ）方向に沿って平行に形成され、また、複数本のデータ線１１４が列（Ｙ）方向
に沿って平行に形成されている。そして、これらの走査線１１２とデータ線１１４とが交
差する部分においては、画素を制御するためのスイッチング素子たる薄膜トランジスタ（
Thin Film Transistor：以下「ＴＦＴ」と称する）１１６のゲートが走査線１１２に接続
される一方、ＴＦＴ１１６のソースがデータ線１１４に接続されるとともに、ＴＦＴ１１
６のドレインが矩形状の透明な画素電極１１８に接続されている。
【００３７】
上述したように、液晶パネル１００では、素子基板１０１と対向基板１０２との電極形成
面の間において液晶１０５が挟持されているので、各画素における液晶容量は、画素電極
１１８と、対向電極１０８と、これら両電極間に挟持された液晶１０５とによって構成さ
れることになる。ここで、説明の便宜上、走査線１１２の総本数を「ｍ」とし、データ線
１１４の総本数を「６ｎ」とすると（ｍ、ｎは、それぞれ整数とする）、画素は、走査線
１１２とデータ線１１４との各交差部分に対応して、ｍ行×６ｎ列のマトリクス状に配列
することになる。
【００３８】
また、マトリクス状の画素からなる表示領域には、このほかに、液晶容量のリークを防止
するための蓄積容量１１９が画素毎に形成されている。この蓄積容量１１９の一端は、画
素電極１１８（ＴＦＴ１１６のドレイン）に接続される一方、その他端は、容量線１７５
により共通接続されている。なお、この容量線１７５には、本実施形態では、接続端子１
０７を介して、一定の電位（例えば電圧ＬＣ comや、駆動回路の高位側電源電圧、低位側
電源電圧など）に接地されている。
【００３９】
一方、素子基板１０１の非表示領域には、周辺回路１２０が形成されている。この周辺回
路１２０は、走査線駆動回路１３０や、データ線駆動回路１４０、サンプリング回路１５
０、プリチャージ回路１６０のほか、製造後に欠陥の有無を判別するための検査回路を含
んだ回路として概念されるものであるが、検査回路については、本件とは直接関係しない
ので、その説明については省略することとする。
【００４０】
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ここで、周辺回路１２０の構成素子は、画素を駆動するＴＦＴ１１６と共通の製造プロセ
スで形成される。このように周辺回路１２０を素子基板１０１に内蔵させ、かつ、その構
成素子を共通のプロセスで形成すると、周辺回路１２０を別基板上に形成して外付けする
タイプと比較して、装置全体の小型化や低コスト化を図る上で有利となる。
【００４１】
さて、周辺回路１２０のうち、走査線駆動回路１３０は、１水平走査期間１Ｈ毎に順次ア
クティブレベルになる走査信号Ｇ１、Ｇ２、…、Ｇｍを、１垂直有効表示期間内に出力す
るものである。詳細については本発明と直接関連しないので図示を省略するが、シフトレ
ジスタと複数の論理積回路とから構成される。このうち、シフトレジスタは、図５に示さ
れるように、垂直走査の最初に供給される転送開始パルスＤＹを、クロック信号ＣＬＹの
レベルが遷移する毎に（立ち上がり及び立ち下がりの双方で）、順次シフトして、信号Ｇ
１’、Ｇ２’、Ｇ３’、…、Ｇｍ’として出力し、各論理積回路は、信号Ｇ１’、Ｇ２’
、Ｇ３’、…、Ｇｍ’のうち、相隣接する信号同士の論理積信号を求めて、走査信号Ｇ１
、Ｇ２、Ｇ３、…、Ｇｍとして出力するものである。
【００４２】
また、データ線駆動回路１４０は、順次アクティブレベルになるサンプリング信号Ｓ１、
Ｓ２、…、Ｓｎを、水平有効表示期間内に出力するものである。この詳細についても本発
明と直接関連しないので図示を省略するが、シフトレジスタと複数の論理積回路とから構
成されている。このうち、シフトレジスタは、図５または図６に示されるように、水平有
効表示期間の最初に供給される転送開始パルスＤＸを、クロック信号ＣＬＸのレベルが遷
移する毎に順次シフトして、信号Ｓ１’、Ｓ２’、Ｓ３’、…、Ｓｎ’として出力し、各
論理積回路は、信号Ｓ１’、Ｓ２’、Ｓ３’、…、Ｓｎ’のパルス幅を、相隣接するもの
同士が重複しないように、期間ＳＭＰａに狭めてサンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、…
、Ｓｎとして出力するものである。
【００４３】
次に、サンプリング回路１５０は、６本の画像信号線１７１を介して供給される画像信号
ＶＩＤ１～ＶＩＤ６を、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、…、Ｓｎにしたがって各デ
ータ線１１４にサンプリングするものであり、データ線１１４毎に設けられるサンプリン
グスイッチ１５１から構成されている。
【００４４】
ここで、データ線１１４は６本毎にブロック化されており、図３において左から数えてｉ
（ｉは、１、２、…、ｎ）番目のブロックに属するデータ線１１４の６本のうち、最も左
に位置するデータ線１１４の一端に接続されるサンプリングスイッチ１５１は、画像信号
線１７１を介して供給された画像信号ＶＩＤ１を、サンプリング信号Ｓｉがアクティブに
なる期間においてサンプリングして、当該データ線１１４に供給する構成となっている。
また、同じくｉ番目のブロックに属するデータ線１１４の６本のうち、２番目に位置する
データ線１１４の一端に接続されるサンプリングスイッチ１５１は、画像信号ＶＩＤ２を
、サンプリング信号Ｓｉがアクティブになる期間においてサンプリングして、当該データ
線１１４に供給する構成となっている。以下、同様に、ｉ番目のブロックに属するデータ
線１１４の６本のうち、３、４、５、６番目に位置するデータ線１１４の一端に接続され
るサンプリングスイッチ１５１の各々は、画像信号ＶＩＤ３、ＶＩＤ４、ＶＩＤ５、ＶＩ
Ｄ６の各々を、サンプリング信号Ｓｉがアクティブレベルになる期間においてサンプリン
グして、対応するデータ線１１４に供給する構成となっている。
【００４５】
なお、サンプリングスイッチ１５１を構成するＴＦＴについては、本実施形態では、Ｎチ
ャネル型とするので、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、…、ＳｎがＨレベルになれば、対応
するサンプリングスイッチ１５１がオンすることになる。なお、サンプリングスイッチ１
５１を構成するＴＦＴについては、Ｐチャネル型としても良いし、両チャネルを組み合わ
せた相補型としても良い。
【００４６】
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一方、表示領域に対し、データ線駆動回路１４０とは反対側の領域には、プリチャージ回
路１６０が備えられる。このプリチャージ回路１６０は、データ線１１４毎に設けられた
プリチャージングスイッチ１６１からなり、各プリチャージングスイッチ１６１は、プリ
チャージ制御線１７７を介して供給されるプリチャージ制御信号ＰＧがアクティブレベル
になった場合に、プリチャージ信号線１７９を介して供給されるプリチャージ電圧信号Ｐ
Ｓを、データ線１１４にプリチャージする構成となっている。
【００４７】
さて、プリチャージ制御信号ＰＧは、図６に示されるように、水平有効期間を除いた帰線
期間のうち、その時間的な前後端から隔絶された期間においてアクティブレベルになる信
号である。また、プリチャージ電圧信号ＰＳは、同図に示されるように、例えば、クロッ
ク信号ＣＬＹの半周期（１水平走査期間）毎に、電圧Ｖ cを基準にして電圧Ｖ g＋、Ｖ g－
でレベル反転する信号である。
【００４８】
ここで、電圧Ｖ cは、上述したように画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６の振幅中心電位であり
、対向電極１０８に印加される電圧ＬＣ comとほぼ等しい電位である。また、電圧Ｖ g＋、
Ｖ g－は、それぞれ電圧Ｖ cよりも高位側、低位側にあって、いずれも灰色に相当する電圧
である。なお、プリチャージ電圧信号ＰＳについては、灰色に相当する電圧に限られない
。また、電圧Ｖ b＋、Ｖ b－は、本実施形態が電圧無印加状態で白色表示を行うノーマリー
ホワイトモードであるとした場合に、正極側、負極側で黒色表示する場合の電圧である。
【００４９】
このような構成によるプリチャージ回路１６０によれば、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、
Ｓ３、…、Ｓｎが供給される水平有効表示期間の直前たる帰線期間において、各データ線
１１４が、電圧Ｖ g＋またはＶ g－に、予めプリチャージされるので、その直後の水平有効
表示期間において、画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６がデータ線１１４にサンプリングされる
際の負荷が低減されることとなる。
なお、走査線駆動回路１３０は、図３では、走査線１１２の一端側のみに１個だけ配置し
ているが、これは、電気的な構成を説明するための便宜上の措置であり、実際には、図２
に示されるように、走査線１１２の両端に２個配置している。
【００５０】
＜画像信号補正回路の詳細＞
次に、画像信号補正回路３００の詳細について説明する。図４は、この画像信号補正回路
３００の構成を示すブロック図である。この図において、画像信号ＶＩＤは、前述したよ
うに、上位装置から垂直走査および水平走査に同期して供給されて、画素の濃度に対応し
た情報を有するディジタル信号である。
【００５１】
続いて、減算器３０２は、画像信号ＶＩＤから、基準信号Ｒｅｆを減算するものである。
ここで、基準信号Ｒｅｆとしては、一定の濃度の情報を有すれば良いが、本実施形態では
、表示品位の低下として視認されやすい灰色に相当する情報を有したものとしている。次
に、乗算器３０４は、減算器３０２による減算結果に対し、調整用の係数ｋ１を乗算する
ものであり、また、減算器３０６は、乗算器３０４の乗算結果から乗算器３１０の乗算結
果を減算するものである。
【００５２】
続いて、積分器３０８は、減算器３０６による減算結果を、転送開始パルスＤＸの供給に
よりリセットした後に、積分するものである。また、乗算器３１０は、積分器３０８によ
る積分結果に、「０」以上「１」以下の係数ｋ２を乗算するものである一方、乗算器３１
２は、積分器３０８による積分結果に対し調整用の係数ｋ３を乗算して、補正信号Ｉｇｒ
として出力するものである。
【００５３】
一方、遅延器３１６は、減算器３０２から乗算器３１２までの演算に要する期間だけ、画
像信号ＶＩＤを遅延させるものである。なお、この遅延時間は、本実施形態では説明の便

10

20

30

40

50

(10) JP 3685029 B2 2005.8.17



宜上、ドットクロックＤＣＬＫの１周期分とする。そして、加算器３１４は、補正信号Ｉ
ｇｒと、この補正信号Ｉｇｒにタイミング合わせて遅延された画像信号ＶＩＤとを加算し
て、補正画像信号ＶＩＤ’として出力するものである。
【００５４】
このような構成において、乗算器３１０が存在しないと仮定した場合、補正信号Ｉｇｒは
、水平有効表示期間の開始から、画像信号ＶＩＤと基準信号Ｒｅｆとの差を累算した値に
応じたものとなる。例えば、ノーマリーホワイトモードにおいて正極性の書込を行う場合
、画像信号ＶＩＤで示される画素の濃度が例えば黒色であれば、画像信号ＶＩＤから基準
信号Ｒｅｆを引いた差は正となるので、補正信号Ｉｇｒは、その黒色と基準信号で示され
る灰色との濃度差が大きくなるにつれて、かつ、その黒色の画素が水平走査される期間が
長くなるにつれて、正側に大きな情報を有することになる。
【００５５】
ただし、実際には、積分器３０８による積分結果は、乗算器３１０および減算器３０６を
経由してフィードバックされるので、画像信号ＶＩＤが、基準信号Ｒｅｆとの濃度差を一
定として推移するのであれば、積分器３０８による積分結果の変化率は徐々に小さくなり
、これに伴い、補正信号Ｉｇｒも、変化率が徐々に小さくなって増減することになる。
【００５６】
＜液晶表示装置の動作＞
次に、上述した構成に係る液晶表示装置の動作について説明する。まず、走査線駆動回路
１３０には、垂直有効表示期間の最初に転送開始パルスＤＹが供給される。この転送開始
パルスＤＹは、図５に示されるように、クロック信号ＣＬＹのレベルが遷移する毎に順次
シフトされ、信号Ｇ１’、Ｇ２’、Ｇ３’、…、Ｇｍ’として出力される。そして、これ
らの信号Ｇ１’、Ｇ２’、Ｇ３’、…、Ｇｍ’のうち、相隣接する信号同士の論理積信号
が求められて、１水平走査期間１Ｈ毎にアクティブレベルになる走査信号Ｇ１、Ｇ２、Ｇ
３、…、Ｇｍとして、対応する走査線１１２に出力される。
【００５７】
ここでまず、走査信号Ｇ１がアクティブレベルになる１水平走査期間１Ｈについて着目す
る。なお、この１水平走査期間１Ｈでは、説明の便宜上、正極側の書込を行うものとする
と、Ｓ／Ｐ変換回路４０４（図１参照）から出力される画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６は、
対向電極１０８に印加される電圧ＬＣ com（厳密に言えば電圧Ｖ c）に対して高位側電圧に
なる。
【００５８】
またこれに先立って、プリチャージ制御信号ＰＧが、図６に示されるように、その帰線期
間の前後端から隔絶された期間にてアクティブレベルになる。この際、プリチャージ電圧
信号ＰＳは、正極側の書込に対応して電圧Ｖ g＋になる。このため、当該期間において、
すべてのデータ線１１４が電圧Ｖ g＋にプリチャージされることになる。
【００５９】
次に、帰線期間が終了して、水平有効表示期間になると、その最初に転送開始パルスＤＸ
が、図５または図６に示されるように、データ線駆動回路１４０に供給される。この転送
開始パルスＤＸは、クロック信号ＣＬＸのレベルが遷移する毎に順次シフトされた信号Ｓ
１’、Ｓ２’、Ｓ３’、…、Ｓｎ’として出力される。そして、この信号Ｓ１’、Ｓ２’
、Ｓ３’、…、Ｓｎ’の各パルス幅が、相隣接するもの同士が互いに重複しないように期
間ＳＭＰａに狭められて、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、…、Ｓｎとして出力され
る。
【００６０】
一方、画像信号補正回路３００に入力された画像信号ＶＩＤは、遅延器３１６によって１
ドットクロックＤＣＬＫだけ遅延されるとともに、対向電極１０８の電位変動を模擬した
補正信号Ｉｇｒが加算されて、補正画像信号ＶＩＤ’として出力される。
さらに、補正画像信号ＶＩＤ’は、第１に、Ｄ／Ａ変換回路４０２によってアナログ信号
に変換され、第２に、Ｓ／Ｐ変換回路４０２によって画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６に分配
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されるとともに、時間軸に対して６倍に伸長され、第３に、増幅・反転回路４０６によっ
て適切に増幅・反転されて、液晶パネル１００に供給される。
【００６１】
ここで、走査信号Ｇ１がアクティブレベルになる期間において、サンプリング信号Ｓ１が
アクティブレベルになると、左から１番目のブロックに属する６本のデータ線１１４に、
それぞれ画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６がサンプリングされる。そして、サンプリングされ
た画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６は、図３において上から数えて１本目の走査線１１２と当
該６本のデータ線１１４と交差する画素のＴＦＴ１１６によって、それぞれ対応する画素
電極１１８に印加されることになる。
【００６２】
この後、サンプリング信号Ｓ２がアクティブレベルになると、今度は、２番目のブロック
に属する６本のデータ線１１４に、それぞれ画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６がサンプリング
されて、これらの画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６が、１本目の走査線１１２と当該６本のデ
ータ線１１４と交差する画素のＴＦＴ１１６によって、それぞれ対応する画素電極１１８
に印加されることになる。
【００６３】
以下同様にして、サンプリング信号Ｓ３、Ｓ４、……、Ｓｎが順次アクティブレベルにな
ると、第３番目、第４番目、…、第ｎ番目のブロックに属する６本のデータ線１１４にそ
れぞれ画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６がサンプリングされ、これらの画像信号ＶＩＤ１～Ｖ
ＩＤ６が、１本目の走査線１１２と、当該６本のデータ線１１４と交差する画素のＴＦＴ
１１６によって、それぞれ対応する画素電極１１８に印加されることになる。これにより
、第１行目の画素のすべてに対する書込が完了することになる。
【００６４】
続いて、走査信号Ｇ２がアクティブになる期間について説明する。本実施形態では、上述
したように、走査線単位の極性反転が行われるので、この１水平走査期間においては、負
極側の書込が行われることになる。このため、Ｓ／Ｐ変換回路４０２から出力される画像
信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６は、対向電極１０８に印加される電圧ＬＣ com（厳密に言えば電
圧Ｖ c）に対して低位側電圧になる。これに先だって、帰線期間におけるプリチャージ電
圧信号ＶＳの電圧はＶ g－になるので、プリチャージ制御信号ＰＧがアクティブレベルに
なった場合に、すべてのデータ線１１４は、電圧Ｖ g－にプリチャージされることになる
。
【００６５】
他の動作については同様であり、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、…、Ｓｎが順次ア
クティブレベルになって、第２行目の画素のすべてに対する書込が完了することになる。
以下同様にして、走査信号Ｇ３、Ｇ４、…、Ｇｍがアクティブになって、第３行目、第４
行目、…、第ｍ行目の画素に対して書込が行われることになる。これにより、奇数行目の
画素については正極側の書込が行われる一方、偶数行目の画素については負極側の書込が
行われて、この１垂直走査期間においては、第１行目～第ｍ行目の画素のすべてにわたっ
た書込が完了することになる。
【００６６】
そして、次の１垂直走査期間においても、同様な書込が行われるが、この際、各行の画素
に対する書込極性が入れ替えられる。すなわち、次の１垂直走査期間において、奇数行目
の画素については負極側の画素に対して書込が行われる一方、偶数行目の画素については
正極側の書込が行われることになる。このように、１垂直走査期間毎に画素に対する書込
極性が入れ替えられので、液晶１０５に直流成分が印加されることがなくなって、その劣
化が防止されている。
【００６７】
また、このような駆動では、データ線１１４を１本毎に駆動する方式と比較すると、各サ
ンプリングスイッチ１５１によって画像信号をサンプリングする時間が６倍になるので、
各画素における充放電時間が十分に確保される。このため、高コントラスト化が図られる
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ことになる。さらに、データ線駆動回路１４０におけるシフトレジスタの段数、および、
クロック信号ＣＬＸの周波数が、それぞれ１／６に低減されるので、段数の低減化と併せ
て低消費電力化も図られることになる。
【００６８】
さらに、サンプリング信号Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎのアクティブ期間は、クロック信号ＣＬ
Ｘの半周期よりも狭められて、期間ＳＭＰａに制限されているので、隣接するサンプリン
グ信号同士のオーバーラップが事前に防止される。このため、あるブロックに属する６本
のデータ線１１４にサンプリングされるべき画像信号ＶＩＤ１～ＶＩＤ６が、これに隣接
するブロックに属する６本のデータ線１１４にも同時サンプリングされる事態が防止され
て、高品位な表示が可能となっている。
【００６９】
さて、図１１に示されるように灰色を背景にして矩形状の黒色を表示する場合にあって、
当該黒色領域を水平走査するとき、画像信号ＶＩＤは、図７（ａ）に示されるように、水
平有効表示期間の開始から灰色を維持し、タイミングｔ 1にて黒色になり、タイミングｔ 2

にて再び灰色に戻ることになる。一方、画像信号ＶＩＤがタイミングｔ 2にて灰色に戻る
際に、対向電極１０８（容量線１７５についても）の電位が黒色側の電圧に振られている
ので、黒色領域の右側部分が本来の灰色よりも明るくなり、これにより、図１１に示され
るような表示品位の低下が発生する、と考えられる。
【００７０】
本実施形態において、図７（ａ）に示される画像信号ＶＩＤを、画像信号補正回路３００
に入力した場合、タイミングｔ 1までは、基準信号Ｒｅｆとの濃度差がゼロであるから、
補正信号Ｉｇｒはゼロを維持する。次に、補正信号Ｉｇｒは、画像信号ＶＩＤが黒色に遷
移するタイミングｔ 1において増加を開始するが、上述したように積分器３０８による積
分結果が、乗算器３１０および減算器３０６を経由してフィードバックされるので、徐々
に変化率が鈍くなる。そして、画像信号ＶＩＤが灰色に遷移するタイミングｔ 2以降にお
いては、基準信号Ｒｅｆとの濃度差が再びゼロとなり、また、すでに積分された結果も、
フィードバックにより減少するので、補正信号Ｉｇｒは収束する形で徐々にゼロに戻るこ
とになる。
【００７１】
そして、画像信号ＶＩＤと補正信号Ｉｇｒとを加算した補正画像信号ＶＩＤ’は、図７（
ｂ）に示されるように、対向電極１０８（容量線１７５）の電位変動分が加算されて、処
理回路４００を介して液晶パネル１００に供給されることになる。
このため、本実施形態では、図１１に示される黒色部分を水平走査する際に、タイミング
ｔ 2にて対向電極１０８（容量線１７５）が電位変動していたとしても、その電位変動分
が画像信号ＶＩＤに加算されて画素電極１１８に印加されるので、黒色表示領域の右側に
位置する画素の液晶容量には、本来の灰色に相当する電位差Ｖ gが印加される。したがっ
て、本実施形態によれば、図１１に示されるような表示品位の低下を防止することが可能
になる。
さらに、補正信号Ｉｇｒは、あるタイミングにおいてある値を有していても、画像信号Ｖ
ＩＤと基準信号Ｒｅｆとの濃度差がなくなると、時間経過とともに徐々にゼロに収束する
ので、対向電極１０８や容量線１７５における電位変動が適切に模擬されるとともに、過
剰な補正が抑止されることになる。
【００７２】
＜その他＞
なお、上述した実施形態にあっては、６本のデータ線１１４が１ブロックにまとめられて
、１ブロックに属する６本のデータ線１１４に対して、６系統に変換された画像信号ＶＩ
Ｄ１～ＶＩＤ６をサンプリングする構成したが、変換数および同時に印加するデータ線数
（すなわち、１ブロックを構成するデータ線数）は、「６」に限られるものではない。例
えば、サンプリング回路１５０におけるサンプリングスイッチ１５１の応答速度が十分に
高いのであれば、補正画像信号をパラレルに変換することなく１本の画像信号線にシリア
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ル伝送して、データ線１１４毎に順次サンプリングするように構成しても良い。また、変
換数および同時に印加するデータ線の数を「３」や、「１２」、「２４」等として、３本
や、１２本、２４本等のデータ線に対して、３系統変換や、１２系統変換、２４系統変換
等した補正画像信号を同時に供給する構成としても良い。なお、変換数としては、カラー
の画像信号が３つの原色に係る信号からなることとの関係から、３の倍数であることが制
御や回路などを簡易化する上で好ましい。ただし、後述するプロジェクタのように単なる
光変調の用途の場合には、３の倍数である必要はない。
【００７３】
一方、上述した実施形態において、画像信号補正回路３００は、ディジタルの画像信号Ｖ
ＩＤを処理するものとしたが、アナログの画像信号を処理する構成としても良い。この構
成では、画像信号の電圧が画素の濃度を示すことになる。また、実施形態にあって、画像
信号補正回路３００は、画像信号のシリアル－パラレル変換の前に、補正を行う構成とな
っていたが、シリアル－パラレル変換の後に、補正を行う構成としても良いし、上述した
ように、そもそもシリアル－パラレル変換を行わない構成でも良い。
【００７４】
さらに、上述した実施形態にあっては、対向電極１０８と画素電極１１８との電位差がゼ
ロである場合に白色表示を行うノーマリーホワイトモードとして説明したが、黒色表示を
行うノーマリーブラックモードとしても良い。また、プリチャージ電圧ＰＳとして、灰色
に相当する電圧Ｖ g＋、Ｖ g－を選択して、書込極性にしたがって１水平走査期間毎にレベ
ル反転する構成としたが、図６において破線で示されるように、白色に相当する電圧Ｖ w
を選択して時間的に一定としても良いし、黒色に相当する電圧Ｖ b＋、Ｖ b－を選択して、
１水平走査期間毎にレベル反転する構成としても良いし、書込極性に応じて異なる濃度に
相当する電圧としても良い。
【００７５】
くわえて、実施形態にあっては、素子基板１０１には、ガラス基板を用いたが、ＳＯＩ（
Silicon On Insulator）の技術を適用し、サファイヤや、石英、ガラスなどの絶縁性基板
にシリコン単結晶膜を形成して、ここに各種素子を作り込んでも良い。また、素子基板１
０１として、シリコン基板などを用いるとともに、ここに各種の素子を形成しても良い。
このような場合には、各種スイッチとして、電界効果型トランジスタを用いることができ
るので、高速動作が容易となる。ただし、素子基板１０１が透明性を有しない場合、画素
電極１１８をアルミニウムで形成したり、別途反射層を形成したりするなどして、反射型
として用いる必要がある。
【００７６】
さらに、上述した実施形態では、液晶としてＴＮ型を用いたが、ＢＴＮ（ Bi-stable Twis
ted Nematic）型・強誘電型などのメモリ性を有する双安定型や、高分子分散型、さらに
は、分子の長軸方向と短軸方向とで可視光の吸収に異方性を有する染料（ゲスト）を一定
の分子配列の液晶（ホスト）に溶解して、染料分子を液晶分子と平行に配列させたＧＨ（
ゲストホスト）型などの液晶を用いても良い。
また、電圧無印加時には液晶分子が両基板に対して垂直方向に配列する一方、電圧印加時
には液晶分子が両基板に対して水平方向に配列する、という垂直配向（ホメオトロピック
配向）の構成としても良いし、電圧無印加時には液晶分子が両基板に対して水平方向に配
列する一方、電圧印加時には液晶分子が両基板に対して垂直方向に配列する、という平行
（水平）配向（ホモジニアス配向）の構成としても良い。このように、本発明では、液晶
や配向方式として、種々のものに適用することが可能である。
【００７７】
＜電子機器＞
次に、上述した実施形態に係る液晶表示装置を用いた電子機器のいくつかについて説明す
る。
【００７８】
＜その１：プロジェクタ＞
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まず、上述した液晶表示装置をライトバルブとして用いたプロジェクタについて説明する
。図８は、このプロジェクタの構成を示す平面図である。この図に示されるように、プロ
ジェクタ２１００内部には、ハロゲンランプ等の白色光源からなるランプユニット２１０
２が設けられている。このランプユニット２１０２から射出された投射光は、内部に配置
された３枚のミラー２１０６および２枚のダイクロイックミラー２１０８によってＲ（赤
）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の３原色に分離されて、各原色に対応するライトバルブ１００Ｒ
、１００Ｇおよび１００Ｂにそれぞれ導かれる。なお、Ｂ色の光は、他のＲ色やＧ色と比
較すると、光路が長いので、その損失を防ぐために、入射レンズ２１２２、リレーレンズ
２１２３および出射レンズ２１２４からなるリレーレンズ系２１２１を介して導かれる。
【００７９】
ここで、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂの構成は、上述した実施形態に
おける液晶パネル１００と同様であり、処理回路（図８では省略）から供給されるＲ、Ｇ
、Ｂの各色に対応する画像信号でそれぞれ駆動されるものである。すなわち、このプロジ
ェクタ２１００では、図１に示される液晶表示装置が、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色に対応して３組
設けられた構成になっている。
さて、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇ、１００Ｂによってそれぞれ変調された光は、ダ
イクロイックプリズム２１１２に３方向から入射する。そして、このダイクロイックプリ
ズム２１１２において、Ｒ色およびＢ色の光は９０度に屈折する一方、Ｇ色の光は直進す
る。したがって、各色の画像が合成された後、スクリーン２１２０には、投射レンズ２１
１４によってカラー画像が投射されることとなる。
【００８０】
なお、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｇおよび１００Ｂには、ダイクロイックミラー２１
０８によって、Ｒ、Ｇ、Ｂの各原色に対応する光が入射するので、上述したようにカラー
フィルタを設ける必要はない。また、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂの透過像は、ダイ
クロイックミラー２１１２により反射した後に投射されるのに対し、ライトバルブ１００
Ｇの透過像はそのまま投射されるので、ライトバルブ１００Ｒ、１００Ｂによる水平走査
方向は、ライトバルブ１００Ｇによる水平走査方向と逆向きにして、左右を反転させた像
を表示する構成となっている。
【００８１】
＜その２：モバイル型コンピュータ＞
次に、上述した液晶表示装置を、モバイル型のパーソナルコンピュータに適用した例につ
いて説明する。図９は、このパーソナルコンピュータの構成を示す斜視図である。図にお
いて、コンピュータ２２００は、キーボード２２０２を備えた本体部２２０４と、表示部
として用いられる液晶パネル１００とを備えている。なお、この背面には、視認性を高め
るためのバックライトユニット（図示省略）が設けられる。
【００８２】
＜その３：携帯電話＞
さらに、上述した液晶表示装置を、携帯電話の表示部に適用した例について説明する。図
１０は、この携帯電話の構成を示す斜視図である。図において、携帯電話２３００は、複
数の操作ボタン２３０２のほか、受話口２３０４、送話口２３０６とともに、表示部とし
て用いられる液晶パネル１００を備えるものである。なお、この液晶パネル１００の背面
にも、視認性を高めるためのバックライトユニット（図示省略）が設けられる。
【００８３】
＜電子機器のまとめ＞
なお、電子機器としては、図８、図９および図１０を参照して説明した他にも、テレビジ
ョンや、ビューファインダ型・モニタ直視型のビデオテープレコーダ、カーナビゲーショ
ン装置、ページャ、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワークステーション、テレビ電
話、ＰＯＳ端末、ディジタルスチルカメラ、タッチパネルを備えた機器等などが挙げられ
る。そして、これらの各種の電子機器に対して、本発明に係る液晶表示装置が適用可能な
のは言うまでもない。
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【００８４】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、対向電極や容量線の電位変動を模擬した補正信号が
、元の画像信号に加算されて画素電極に印加されるので、これらが電位変動しても、本来
の濃度に対応する電圧実効値が、画素電極および対向電極の間に印加されて、これにより
、表示品位の低下を防止することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態に係る液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】　（ａ）は、同液晶表示装置における液晶パネルの外観構成を示す斜視図であり
、（ｂ）は、その線Ａ－Ａ’についての断面図である。
【図３】　同液晶パネルにおける素子基板の電気的構成を示すブロック図である。
【図４】　同液晶表示装置における画像信号補正回路の構成を示すブロック図である。
【図５】　同液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図６】　同液晶表示装置の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図７】　同液晶表示装置による表示品位の低下防止を説明するための電圧波形図である
。
【図８】　実施形態に係る液晶表示装置を適用した電子機器の一例たるプロジェクタの構
成を示す断面図である。
【図９】　実施形態に係る液晶表示装置を適用した電子機器の一例たるパーソナルコンピ
ュータの構成を示す斜視図である。
【図１０】　同液晶表示装置を適用した電子機器の一例たる携帯電話の構成を示す斜視図
である。
【図１１】　横クロストークによる表示品位の低下を示す平面図である。
【符号の説明】
１００……液晶パネル
１１２……走査線
１１４……データ線
１１６……ＴＦＴ
１１８……画素電極
１３０……走査線駆動回路
１４０……データ線駆動回路
１５０……サンプリング回路
１６０……プリチャージ回路
３００……画像信号補正回路
３０２……減算器
３０８……積分器
３０４、３１０、３１２……乗算器
３１４……加算器
３１６……遅延器
４００……処理回路
２１００…プロジェクタ
２２００…パーソナルコンピュータ
２３００…携帯電話
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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